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細
り
晴

∩
ノ
し

働
き
方
改
革
や
消
費
喚
起
の
た
め
、
月
末
の
金
曜
日

の
終
業
時
間
を
早
め
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
l

(
プ
レ
金
)
‥
十
八
銀
行
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
長
崎
経

済
研
究
所
(
長
崎
市
)
と
長
崎
新
聞
社
が
長
崎
、
佐
世

保
両
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
導
入
に
「
賛

成
」
は
2
 
8
・
6
%
で
、
「
反
対
」
の
1
 
5
・
3
%
を
上
回

っ
た
。
た
だ
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
.
3
 
8
・
6

%
と
多
く
、
同
研
究
所
の
杉
本
士
郎
主
任
研
究
員
は
「
本

当
の
評
価
は
こ
れ
か
ら
。
制
度
の
浸
透
は
サ
ー
ビ
ス
の

広
が
り
が
鍵
」
と
分
析
す
る
。
.

(平成29年) 4月柔斤 ・間雲量

」

-

「

ア
ン
ケ
ー
ト
は
3
月
、
両
市

の
5
○
○
世
帯
を
対
象
に
実

施
。
3
9
4
人
が
回
答
し
た
。

賛
成
理
由
で
は
、
家
族
と
過

ご
す
時
間
や
ゆ
と
り
が
で
き
る

な
ど
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
を
期

待
す
る
声
が
多
く
、
「
長
時
間

労
働
の
是
正
に
な
る
」

「
経
済

効
果
が
期
待
で
き
る
」
と
の
声

も
あ
っ
た
。
一
方
、
反
対
理
由

は
「
一
部
の
大
企
業
、
職
種
し

か
導
入
で
き
な
い
」

「
根
本
的

な
働
き
方
啓
早
を
す
べ
き
」
な

ど
だ
っ
た
。
「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」
の
理
由
で
も
「
意
図

は
わ
か
る
が
中
小
企
業
で
は
実

施
で
き
な
い
」
∴
「
月
末
以
外
が

い
い
」
な
ど
懐
疑
的
な
声
が
あ

り
、
「
関
心
が
な
い
」
も
1
 
6
・

5
%
あ
っ
た
。

プ
レ
金
が
初
め
て
実
施
さ
れ

猷
一
哉
\
襲
尉

H
丁
官
舞
台
ス

ホ
ゲ
看
ム
開
発

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
(
H
T
B
、

佐
世
保
市
)
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
ア
プ
リ
会
社
グ
ッ
ド
ラ
ッ

ク
ス
リ
ト
(
福
岡
市
)
は
2
 
6
目
、

H
T
B
を
舞
台
に
し
た
初
の
R

P
G
(
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ

ゲ
ー
ム
)
ア
プ
リ
「
エ
ア
リ
ア

ル
レ
ジ
ェ
ン
ズ
」
を
共
同
開
発

し
た
と
発
表
し
た
。
近
く
配
信

を
始
め
る
・
 
。
・

H丁Bかき舞台のスマートフォン用ク磐-ム
アプリ「エアリアルレジェンズ」の画面

ゲ
ー
ム
の
中
に
H
T
B
の
魅

力
を
ち
り
ば
め
、
園
内
で
も
関

連
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
ブ
ラ

ン
ド
カ
の
向
上
、
集
客
増
に
っ

な
げ
た
い
考
え
。
開
発
期
間
を

当
初
予
定
の
2
年
か
ら
3
年
に

延
ば
し
「
億
単
位
」
(
H
T
B
)
の

資
金
を
投
じ
完
成
度
を
追
求
し

た
.
 
。
夏
ま
で
の
1
〇
〇
万
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
を
目
指
し
て
い
る
。

失
わ
れ
た
七
つ
の
王
国
を
取

り
戻
す
た
め
、
王
女
が
立
ち
上

が
り
、
個
性
豊
か
な
仲
間
を
集

め
な
が
ら
敵
を
倒
し
て
い
く
物

′
語
。
全
体
地
図
は
H
T
B
と
同

じ
で
、
お
な
じ
み
の
施
設
や
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
も
出
て
く
る
。
楽

曲
は
長
崎
市
出
身
で
日
本
ア
カ

デ
ミ
ー
優
秀
音
楽
賞
の
受
賞
経

歴
を
持
つ
大
島
ミ
チ
ル
氏
が
手

掛
け
た
。
基
本
無
料
で
ゲ
ー
ム

を
有
利
に
進
め
る
た
め
の
ア
イ

テ
ム
入
手
な
ど
は
課
金
す
る
。

集
客
力
向

グ
ッ
ド
社
は
累
計
3
〇
〇
万

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
「
さ
わ
っ
て

9
!
ぐ
で
た
ま
」
を
手
掛
け
た
実

績
を
持
つ
。
井
上
和
久
最
高
経
.

営
責
任
者
(
C
巳
O
)
は
「
懐

か
し
く
、
新
し
い
物
語
を
提
供

す
る
」
と
意
欲
を
み
せ
た
。

(
中
島
宙
)
.

へ
近
く
配
信
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た
の
は
2
月
2
 
4
日
。
県
内
で
も

商
業
施
設
や
宿
泊
施
設
で
割
安

商
品
販
売
な
ど
サ
ー
ビ
ス
が
展

開
さ
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
か
ど
う

か
も
尋
ね
た
が
、
「
利
用
し
た
」

は
わ
ず
か
ユ
∵
5
%
(
6
人
)
。

理
由
は
「
た
ま
た
ま
利
用
し
た
」

「
商
業
施
設
で
仕
事
し
て
い
る

か
ら
」
な
ど
で
、
積
極
的
な
消

費
活
動
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
よ
う

だ
。-

プ
レ
金
推
進
協
議
会
事
務
局

(
東
京
)
に
よ
る
と
、
趣
旨
に

賛
同
し
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
使
用
を

申
請
し
た
企
業
・
・
団
体
は
全
国

で
約
6
.
 
5
○
○
件
で
、
県
内
は

3
 
5
件
。
浜
屋
百
貨
店
(
長
崎
市
)

は
、
 
2
月
か
ら
、
〃
癒
や
し
〃
を

感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
一
部
フ

ロ
ア
で
コ
ー
ヒ
ー
の
無
料
サ
工

ビ
ス
や
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
を
始
め
た
。
ホ
テ
ル
三

言
長
崎
(
同
市
)
は
今
月
の
2
 
8

目
か
ら
、
お
得
な
宿
泊
プ
ラ
ン

の
提
供
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー

ツ
の
販
売
を
始
め
る
予
定
で
、
・

プ
レ
金
向
け
サ
主
ビ
ス
が
少
し

ず
つ
広
が
っ
て
い
る
。

(
山
里
悠
太
朗
)
i

海洋エネ最新技術報告

長崎大でシンポジウム

=長崎大文教ギヤン/1ス

長
崎
大
海
洋
未
来
イ
ノ
べ
ー

シ
ョ
シ
機
構
は
2
 
6
日
、
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解

を
深
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
長

崎
市
文
教
町
の
文
教
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
き
、
先
進
地
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
へ
リ
オ
ッ
ト
ワ
ッ
ト

大
と
長
崎
大
の
研
究
者
が
、
最

新
の
技
術
や
研
究
成
果
を
報
告

し
た
。

本
県
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は

近
年
、
海
洋
エ
ネ
を
巡
り
産
学

官
の
交
流
が
活
発
化
し
て
い

る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
学
術
研

究
や
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
関
係
強

化
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。
・
教

員
や
学
生
、
企
業
の
関
係
者
ら

約
0
0
人
が
参
加
し
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
は
、
国

際
開
発
庁
日
本
駐
在
代
表
の
ス

斯
醇
欝
持

ッ
十
ワ
ッ
ト
大
の
デ
イ
ビ
ッ
ド

・
フ
リ
ン
氏
が
登
壇
。
現
地
の

海
洋
石
油
開
発
事
業
や
洋
上
風

力
発
電
の
甥
状
、
水
中
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
最
新
機
器
に
.
つ
い
て
紹

介
し
た
の

長
崎
大
側
は
∵
海
洋
未
来
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
の
山
本
郁

夫
教
授
が
、
水
深
約
ュ
0
0
㍍

ま
で
潜
っ
て
ダ
ム
の
亀
裂
な
ど

(第3種郵便物認可)(-9e)

長
崎
和
牛
を
育
て
る
牧
場
の

直
営
店
で
す
。
自
慢
の
肉
を
多

く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
と
店
を
開
き
一
今
年
で
1
 
4
年

目
。
最
近
は
県
外
の
お
客
も
増

え
て
い
ま
す
。
提
供
す
る
肉
は
、

肉
本
来
の
う
ま
味
を
持
つ
赤
身
・
肉
の
ラ
ン
ク
に
合
わ
せ
た
各
種

と
甘
さ
の
あ
る
脂
身
の
バ
ラ
ン

ス
の
良
さ
が
特
長
で
す
。

と
く
と
く
盛
り
六
2
人
前
・

税
別
3
5
〇
〇
円
)
、
・
ス
タ
ミ

ナ
盛
り
(
同
5
千
円
)
な
ど
、

場の和直営

盛
り
合
わ
せ
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
石
焼
き
ビ
ビ
ン
バ
(
税
別

1
0
5
〇
円
)
や
網
焼
き
牛
膳

(
同
2
5
〇
〇
円
)
も
人
気
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
、
焼
き
肉
や
有

ホ
ル
モ
ン
と
い
っ
た
定
食
も
あ

り
ま
す
『

善
業
時
間
は
平
日
の
ラ
ン
チ

が
午
前
日
時
̃
午
後
2
時
、
夜

は
午
後
5
時
̃
1
 
0
時
(
ラ
ス
ト

オ
ー
ダ
言
午
後
9
時
半
)
。
土

日
視
は
午
前
1
 
1
時
̃
午
後
的
時

(
同
)
∴
火
曜
定
休
。
.
電
話
〇
、

9
5
7
・
4
7
・
l
1
0
7
。

l
(
熊
本
陽
平
)

を
見
つ
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
洋

上
風
力
発
電
を
使
い
無
人
で
魚

を
養
殖
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

同
機
構
の
鈴
木
章
弘
連
携
研
究

員
は
、
風
車
の
騒
音
や
発
電
能

力
を
調
べ
る
認
証
試
験
制
度
に

つ
い
て
説
明
し
た
。(

白
石
彩
乃
)

福
江
1
佐
世
保
問

来
月
1
日
に
就
航

五
島
産
業
汽
船
、
丁
目
2
往
復

∵
新
上
五
島
町
の
五
島
産
業
汽

船
(
野
口
順
治
社
長
)
は
2
 
6
目
、

五
島
市
福
江
島
と
佐
世
保
市
を

高
速
船
で
結
ぶ
新
た
な
定
期
航

路
に
つ
い
て
、
九
州
運
輸
局
の

許
可
が
下
り
、
予
定
通
り
5
月

l
日
か
ら
運
航
す
る
と
発
表
し

た
。
同
社
に
よ
る
と
、
福
江
-

佐
世
保
航
路
の
開
設
は
記
録
が

残
る
1
9
4
9
年
以
降
で
初
め

て
と
な
る
。

高
速
船
「
あ
り
か
わ
8
号
」

(
5
 
8
少
、
乗
客
定
員
7
 
9
人
)
で

⊥
目
2
往
復
す
る
。
出
港
時
刻

は
、
福
江
発
が
午
前
7
時
半
と

午
後
l
時
5
 
0
分
、
佐
世
保
発
が

午
前
1
 
0
時
と
午
後
4
時
4
0
分
。
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【福 岡】

キク(黄・大)
キク.(白・大)
小 ギ ク

カーネーション

切り花市場
(消費税含む)

高 車
7300- 3900

4900- 4100
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【長 崎】

輪ノ ギ.
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ユ
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